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プレスリリース 

一般社団法人 日本原子力学会 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災において、多くの方々が犠牲となられ、また被災されましたことにつ

いて心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

日本原子力学会は、社会的関心の高い科学技術である原子力の広範囲にわたる学術・技術専門家集団として

社会への情報提供を行うため、本会の主要な活動等について、随時プレスリリースを行っています。 

今回は、東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会最終報告書（ドラフト）説明会開催のお知ら

せです。 

 
東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会（学会事故調） 

最終報告書（ドラフト）説明会開催のご案内 
 

東京電力福島第一原子力発電所事故が発生してから約2年半が経過した現在においても、多くの周辺地域の

方々が依然として避難を余儀なくされております。本学会は、原子力分野の専門家の集団として、責任を痛感し、事

故の収束および今後の環境修といった活動に積極的に関与し、その責務を果たして参りました。 

その一環として、昨年6月22日、「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」を発足させ、議論を

進め報告書として取りまとめています。今回、最終報告書（ドラフト）について、広く学会員等と議論を行うために説明

会を開催することといたしました。 

 

日時：平成25年9月2日（月）13：00～17：00 

場所：建築会館ホール（東京都港区芝5-26-20 Tel：03-3456-2016 www.aij.or.jp/jpn/guide/map.htm） 

主催：一般財団法人日本原子力学会 

参加費：無料 

プログラム： 

1．はじめに     田中 知 （学会事故調委員長） 

2．事故調査報告書の論点と放射性物質放出低減 田中 知 （学会事故調委員長） 

3．「原子力安全」確保に向けて   宮野 廣 （標準委員会） 

4．シビアアクシデント対策    河井 忠比古 （標準委員会） 

5．サイト外で実施された事故時対応   諸葛 宗男 （社会・環境部会） 

6．背後要因分析とこれに基づく対応   関村 直人 （原子力安全部会） 

7．中長期に亘る事故後の対応   林道 寛 （バックエンド部会） 

8．まとめと提言     田中 知 （学会事故調委員長） 

 

本説明会開催にあたり、同会場（建築会館ホール）にて、下記のとおり事前レク・会見を行います。 

なお、事前レクにつきましては、撮影をご遠慮いただきたくご理解いただきますようお願いいたします。 

（説明会、委員長会見は撮影をしていただいて結構です） 

資料解禁は13：00とさせていただきます。 

 

1．10：00－12：00 事故調最終報告書（ドラフト）事前レク 

2．17：00－18：00 事故調委員長会見  


